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会   議   録 

会議の名称 令和５年度第１回上三川町地域自立支援協議会 

開催日時 
令和５年６月３０日（金） 

午前１０時００分～午前１０時４０分 

開催場所 上三川町役場 中会議室 

議長（委員長・ 

会長等）の氏名 
飯田康人会長 

出席者(委員等）の 

氏名・出席者数 

飯田康人会長、髙田美保副会長、海老原友子委員、 

入江里美委員、増渕盟美委員、中指祐一委員、荒川孝一委員、

渡辺由美委員、大島淑江委員、髙田緑委員、大槻英一委員、 

山口静子委員、高橋温美委員、貝木教子委員、笹島由美委員 

出席者１５名 

欠席者（委員等）

の氏名・欠席者数 

田﨑幸夫委員、鈴木礼子委員、野原恵委員、小島友香委員 

欠席者 ４名 

事務局職員 

の職・氏名 

浜野課長、髙田課長補佐、後藤係長、峰主査、小池保健師、 

上三川障がい児・者生活相談支援センター荒木相談員、 

石川相談員 

会議次第 

議事 

(1) 令和４年度障がい福祉サービス事業等の実績について 

(2) 令和４年度障がい者優先調達推進方針に係る実績及び令

和５年度方針の制定について 

(3) 令和４年度相談支援事業の実績について 

配布資料 

・令和４年度上三川町障がい福祉サービス等の状況（資料１） 

・令和４年度障がい者優先調達発注実績（資料２－１） 

・令和５年度上三川町障がい者優先調達推進方針（案）（資 

料２－２） 

・令和４年度相談支援事業実施報告書（資料３） 

・上三川町地域自立支援協議会設置条例 

・令和５年度障がい者福祉ガイド 
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議  事  の  経  過 

発 言 者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

髙田補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙田補佐 

 

 

 

 

 

 

髙田補佐 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

飯田会長 

 本日はお忙しいところお集まりいただきまして誠にありがと

うございます。開催の前に、本日お配りした資料の確認をさせて

いただきます。 

（資料確認） 

資料の不足がございましたらお申し出ください。 

 

 それでは、令和５年度第１回上三川町地域自立支援協議会を開

会いたします。 

 開会にあたりまして、飯田会長よりごあいさつ申し上げます。 

 

（あいさつ） 

 

 ありがとうございました。 

 次に、次第にはございませんが、新たな委員もいらっしゃいま

すので委員の皆様より自己紹介をお願いいたします。海老原議員

から順に自己紹介をお願いします。 

 

（委員自己紹介） 

 

 それでは、これより議事に入ります。上三川町地域自立支援協

議会設置条例第６条により、会長が議長となる規定でございます

ので、これからの進行については飯田会長に議長をお願いいたし

ます。 

 

それでは、議長を務めさせていただきます。 

まず、議事に入ります前に、本日の会議録の署名人を指名させ

ていただきます。今回は、大島委員と渡辺委員にお願いしたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、議事に入ります。「（１）令和４年度障がい福祉サー
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事務局 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

ビス事業等の実績について」です。事務局から説明をお願いしま

す。 

 

（令和４年度障がい福祉サービス事業等の実績について説明） 

 

事務局の説明が終わりましたので、（１）について、質疑に入る

前に、先ほど事務局からこの協議会の趣旨について説明していた

だいたとおりですが、改めて申し上げますと、本協議会は部会が

存在してございます。個別の問題については部会で検討して、最

終的に協議会で承認していくという流れになっておりますのでご

理解の程、宜しくお願いします。 

それでは質疑をお受けします。ご意見、ご質問等はございます

か。 

 

（質疑なし） 

 

（他に）質問がないようですので、次に「（２）令和４年度障がい

者優先調達推進方針に係る実績及び令和５年度方針の制定につい

て」事務局から説明をお願いします。 

 

（令和４年度障がい者優先調達推進方針に係る実績及び令和５年

度方針の制定について説明。令和５年度の目標額を９０万円とし

た。理由としては昨年度目標としていた８０万円を超えたこと、

安定した印刷物の発注ができていること、町の各種イベントが今

年度から開催する予定となっており、優先調達の発注が見込める

ことから。） 

 

 事務局の説明が終わりましたので、議事（２）の説明について、

質疑をお受けします。ご意見、ご質問はございますか。 

 

（質疑なし） 
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飯田会長 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

高橋委員 

 

 

飯田会長 

 

事務局 

 

 

高橋委員 

 

事務局 

 

 

 

高橋委員 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

事務局 

 よろしいでしょうか。それでは（２）令和５年度障がい者優先

調達推進方針の制定について事務局の案のとおり決定してよろし

いでしょうか。賛成の方は挙手をお願いします。 

 

（挙手全員） 

 

 全員挙手、ということで今年度の優先調達推進方針につきまし

ては、事務局案のとおりの内容で制定することとします。 

 

 質問よろしいでしょうか。上三川町の障がい者の雇用率はどの

ようになっていますか。 

 

 事務局から回答をお願いします。 

 

 質問の趣旨について確認させていただきます。「上三川町の」雇

用率というのは役場の雇用率ということでしょうか。 

 

 そうです。 

 

 本日の議題の中に含まれているものではありませんので、手元

に資料がありません。この場ではお答えすることができませんの

でご了承いただければと思います。 

 

わかりました。 

（R5.7.4 髙橋委員に個別回答。令和５年６月１日現在、雇用率は

2.44％。達成すべき法定雇用率は 2.6％） 

 

 そのほかございませんか。それではつづきまして、「（３）令和

４年度相談支援事業の実績について」事務局から説明をお願いし

ます。 

 

（令和４年度相談支援事業の実績について説明） 
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飯田会長 

 

 

高橋委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局の説明が終わりましたので、議事（３）の説明について、

質疑をお受けします。ご意見、ご質問はございますか。 

 

 ふれあいの家の髙橋です。資料１で障がい福祉サービスの実

績・状況が報告されていますが、この相談支援についての関係性、

関連性はございますか。数値と相談の内容がつながっているので

しょうか。 

 自立支援協議会では、地域の障がい者の問題をどのように解決

していくのかが一つのテーマかと思うが、福祉サービスを利用す

る報告の中で、相談支援の実績と関連付けて読み取ることができ

るのか。例えば、資料１の２頁、サービス等の状況の中で「療育

手帳の年齢別推移」というのがあります。若干増えているが、構

成自体は変わっていない（？）。６５歳以上になると急激に人数が

少なくなっている。これは死亡しているから、ということか。も

しそうだとすると、その死亡原因というのは老化によるものか。

そうなると、一般の人の平均寿命よりもかなり低い。その辺に色々

課題が出てくるのかな、という感じがしました。では私たち事業

者はどういうことに取り組むべきかとしたときにそれはどういう

内容なんだろう、どういう問題が出てくるのだろうということを

感じました。 

３頁の精神障がい者の手帳所持者、自立支援医療の受給者につ

いてですが、全体的には若干増えているですが、急激な変化が見

られるのが、１８歳から３９歳の部分です。一般的には精神障害

の発現期はその時期と言われていますが、にしてもこの数字は多

いなということと、あと、多いところは４０～６４歳となってお

り、６５歳以上になると急激に減っている、というのは知的障が

いと同じなのかな、という感じを受けました。ここには精神のワ

ーカーさんもいらっしゃっているので、そこをお聞きしたいです。 

 あと、４頁の訓練等給付のところ目標値と実績値にかなり格差

があるので、（自分たち、事業者たち）何とかしなくちゃと思った

ところですが、こういう人たちはどうしているのでしょうか。以

上、わかるところがあればお願いします。 
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飯田会長 

事務局（相談） 

 

 

 

 

 

事務局（町） 

 

 

 

 

 

 

 

高橋委員 

 

事務局 

 

 

飯田会長 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

高田補佐 

 

 

 

 事務局の方で回答をお願いします。 

 一般相談の方から提出した資料（資料３）と町からの資料（資

料１）との関連性ということですが、資料３は相談の方にお寄せ

いただいた電話等の件数を計上しているところで、相談で受けた

方がそのあと町に行くということも考えられますし、逆に町から

相談へ、という方もいらっしゃるので関連性は強いと思います。 

 

 資料の４頁の訓練等給付第６期障がい福祉計画の見込量との格

差ということですが、こちらは見込量となっていまして、目標値

とは異なります。例えば、「就労移行支援」では、１人の方が通年

で使うことを見込んで７９日との記載があります。４月に５日間

だけの利用で、就労継続支援Ｂ型にステップアップ移行したため、

年間平均のひと月あたりの実績として「０．４」という数字にな

っているところです。 

  

 我々はがっかりしなくてよいということか。 

 

 「０．４」だから支援が届いていないということではありませ

ん。 

 

 その他、何かございますか。 

 

（質疑なし） 

 

 質問もないようなので、（３）相談支援事業の実績について終了

いたします。以上で議事を終了しましたので、進行を事務局にお

戻しします。 

 

飯田会長、ありがとうございました。 

 それでは、「次第４ その他」でございますが、お集まりの皆様

から何かございますか。 
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 事務局から委員の皆様に連絡事項等ございますか。 

それではないようですので、以上を持ちまして令和５年度第１

回上三川町地域自立支援協議会を閉会いたします。本日は、お疲

れ様でした。 

 

 

 

 


